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篠原地区歴史同好会／浜風会会報 No.２４ 
毎
年
巡
っ
て
く
る
年
中
行
事
は
、
こ
の
土
地
特
有
の

風
俗
を
形
成
し
て
、
親
か
ら
子
へ
姑
か
ら
嫁
へ
と
受
け

継
が
れ
て
き
た
が
、
最
近
生
活
様
式
の
変
化
に
伴
っ
て
、

行
事
に
よ
っ
て
は
省
か
れ
る
家
庭
も
出
て
き
た
。 

心
し
た
い
環
境
の
変
化 

そ
ん
な
折
、
最
近
自
然
の
猛
威
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

よ
る
感
染
症
の
脅
威
が
心
配
に
な
っ
て
き
た
。 

地
震
の
他
、
異
常
気
象
に
よ
る
猛
暑
、
豪
雨
、

竜
巻
、
台
風
の
頻
発
等
に
よ
り
土
砂
崩
れ
、
洪

水
、
浸
水
、
水
不
足
等
過
去
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
被
害
が
全
国
各
地
で
発
生
し
て
い
る
。
こ

の
地
に
あ
っ
て
も
今
後
無
い
と
は
言
え
な
い
。 

昨
年
は
外
国
人
旅
行
者
が
一
千
万
人
を
超
し

た
と
か
、
食
べ
物
の
輸
入
も
以
前
よ
り
増
加
の

一
途
で
あ
る
。
世
界
の
環
境
レ
ベ
ル
が
日
本
へ

そ
の
ま
ま
影
響
し
て
く
る
の
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
こ
こ
へ
来
て
心
配
事
が
増
え
て
き
た
。 

先
人
た
ち
に
と
っ
て
、
殆
ど
情
報
の
無
い
中

で
、
起
こ
る
地
震
、
暴
風
雨
等
の
不
安
事
象
に

対
し
、
住
民
に
大
き
な
安
ら
ぎ
を
与
え
て
い
た

の
が
、
巡
っ
て
く
る
年
中
行
事
だ
っ
た
ろ
う
。 

家
庭
で
行
わ
れ
る
主
な
年
中
行
事 

一
． 

正
月
行
事 

 
 

多
く
の
家
庭
で
、
新
年
を
迎
え
る
に
当
っ
て

一
年
間
の
無
事
に
感
謝
し
な
が
ら
、
新
し
い
年

が
良
い
年
で
あ
る
よ
う
に
祈
る
。 

 

・
し
め
飾
り
、
歳
神
様
、
門
松 

 

・
初
詣
（
氏
神
様
、
寺
院
） 

 

・
浜
ご
り
等 

特
に
浜
ご
り
は
、
海
の
自
然
の
計
り
知
れ
な

い
力
を
恐
れ
、
敬
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
。 

二
． 

七
草
粥 

 

一
月
七
日
の
朝
、
七
種
の
野
菜
を
餅
と
共
に
粥
に
炊

き
こ
み
食
べ
る
。
万
病
を
払
う
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

三
． 

恵
比
寿
様 

 

一
月
二
十
日
と
十
一
月
二
十
日
に
、
商
売
繁
盛
の
神

様
を
家
庭
料
理
で
も
て
な
し
お
祀
り
す
る
。 

四
． 

節
分 

 

邪
気
を
追
い
払
い
無
病
息
災
を
願
う
厄
除
け
の
行

事
で
豆
ま
き
が
行
わ
れ
る
。 

五
． 

八
日
餅 

 

一
年
の
無
病
息
災
を
祈
る
二
月
八
日
、
一
年
の
無

事
に
感
謝
す
る
十
二
月
八
日
、
餅
を
食
べ
る
習
慣
。 

六
． 

ひ
な
ま
つ
り 

 
三
月
三
日
、
桃
の
節
句
で
女
の
子
の
成
長
を
願
い
、

ひ
な
人
形
を
飾
る
。 

七
． 

端
午
の
節
句 

 

五
月
五
日
、
男
の
子
の
成
長
を
祝
い
、
鯉
の
ぼ
り

を
立
て
、
柏
餅
を
あ
げ
菖
蒲
湯
に
入
る
。 

八
． 

七
夕 

 

八
月
七
日
、
願
い
ご
と
を
短
冊
に
書

い
て
笹
竹
に
つ
る
す
。
星
祭
の
行
事
。 

九
． 

お
祭
り 

 

十
月
第
二
土
曜
、
日
曜
日
、
太
鼓
、

笛
そ
し
て
手
踊
り
等
で
、
地
域
ご
と
若

者
が
一
体
に
な
る
氏
神
様
の
祭
り
。 

十
． 

お
月
見 

 

旧
暦
の
八
月
十
五
日
と
九
月
十
三
日
の
二
回
、
月
を

神
聖
な
神
と
崇
め
、
団
子
や
里
芋
に
ス
ス
キ
を
あ
げ
る
。 

十
一
． 

神
様
の
お
立
ち 

 

十
一
月
一
日
、
神
様
が
出
雲
へ
旅
立
つ
と
い
う
こ
と

で
、
お
赤
飯
の
弁
当
と
ご
祝
儀
を
供
え
送
り
だ
す
。 

十
二
． 

地
の
神
様 

 

十
二
月
十
五
日
、
地
の
神
様
に
赤
飯
の
お
む
す
び
を

十
二
箇
供
え
、
家
の
安
泰
を
祈
る
風
習
。 

十
三
． 

そ
の
他
宗
教
行
事 

春
と
秋
の
お
彼
岸
、
そ
し
て
八
月
の
お
盆
と
先
祖
を

供
養
す
る
行
事
が
あ
る
。 

ま
た
家
庭
の
行
事
と
は
違
う
が
七
月
十
四
日
に
は
、

疫
病
除
け
を
お
祈
り
す
る
八
阪
神
社
の
お
天
王
様
が

あ
る
。
多
く
の
人
が
お
参
り
に
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

こ
う
し
た
年
中
行
事
を
今
一
度
見
直
し
、
大
事
に
し

て
い
き
た
い
も
の
だ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
山
下
勝
彦)

） 
 

平成２５年度主な活動 

★ 山下孝先生講座 

①「引札／広告の走り」 

②「ミャンマーの遺跡」 

★本年のテーマ 

・地域の子供達にわかり易く 

★ 主な自由研究 

・分間延絵図に記載の篠原 

・海にまつわる仏様 

・天空への信仰について 

・「水野南北」について 

・篠原の誇れる所を探そう 

・江戸時代の旅巡礼記 

・田んぼの開拓を探る 

・神社の鳥居について 

・浜堤防の移り変わり 等 

★ バス旅行／小旅行 

・6月 20日：岡崎～豊川 

・郷土の偉人記念館巡り 

浜風会/入会募集中 

毎月第１,３木曜日 
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大
正
二
年
に
編
纂
さ
れ
た
『
篠
原
村
誌
』
の
物
産
の

項
に
「
落
花
生
は
品
質
優
良
に
し
て
明
治
三
十
七
年
セ

ン
ト
ル
イ
ス
博
覧
会
に
出
品
し
て
金
牌
を
受
領
」
と
書

か
れ
て
い
る
。
こ
の
詳
細
を
知
り
た
く
資
料
を
追
っ
て

み
た
。 

 

セ
ン
ト
ル
イ
ス
万
国
博
覧
会
は
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
地
方

を
フ
ラ
ン
ス
か
ら
買
収
し
て
百
周
年
と
な
る
の
を
記

念
し
て
一
九
〇
四
年
（
明
治
三
十
七
年
）
に
開
催
さ
れ

た
。
四
十
四
か
国
が
参
加
し
、
会
期
中
約
二
千
万
人
が

来
場
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。 

 

日
本
政
府
は
、
明
治
三
十
四
年
に
民
間
の
出
品
を
決

め
、
翌
年
政
府
と
し
て
参
加
す
る
決
定
を
し
て
い
る
。

明
治
三
十
六
年
十
一
月
二
十
一
日
の
静
岡
民
友
新
聞

に
県
内
の
出
品
許
可
者
が
次
の
よ
う
に
掲
載
さ
れ
た
。

「
万
国
博
覧
会
出
品
許
可 

予
て
出
願
中
な
り
し
聖

路
易
博
覧
会
本
県
出
品
物
に
対
し
、
此
程
同
総
裁
よ
り

許
可
さ
れ
た
る
は
山
葉
寅
楠
氏
外
十
八
人
、
六
十
四
点

に
し
て
其
内
訳
左
の
如
し
」
と
説
明
し
、
本
文
の
中
に

「
（
静
岡
県
蕃
椒
・
落
花
生
出
品
組
合
）
落
花
生
二
点
、

蕃
椒
三
点
」
と
落
花
生
が
出
品
さ
れ
る
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
出
品
組
合
は
、
博
覧
会
出
品
の
た
め
に

組
織
さ
れ
、
組
合
長
は
織
田
利
三
郎
で
あ
る
。
万
国
博

覧
会
に
出
品
出
来
た
の
は
彼
の
力
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
。 

 

織
田
利
三
郎
は
遠
州
地
方
で
栽
培
が
増
え
は
じ
め 

て
い
た
生
姜
・
糸
瓜

へ

ち

ま

・
蕃
椒

と
う
が
ら
し

・
落
花
生
の
増
産
や
栽 

培
の
改
善
、
品
質
の
改
良
に
熱
意
を
燃
や
し
、
明
治
三

十
四
年
遠
江
生
姜
糸
瓜
同
業
組
合

を
発
足
さ
せ
た
。
更
に
明
治
三
十
七
年
遠
江
生
姜
糸
瓜

蕃
椒
落
花
生
同
業
組
合
に
発
展
さ
せ
た
。
明
治
三
十
四

年
の
組
合
創
立
発
起
人
の
中
に
時
の
篠
原
村
村
長
鈴

木
直
三
郎
の
名
が
見
え
る
。 

 

出
品
す
る
落
花
生
の
集
荷
や
積
出
の
状
況
は
解
ら

な
い
が
、
全
国
の
出
品
物
は
明
治
三
十
七
年
一
月
十
五

日
ま
で
に
横
浜
と
神
戸
か
ら
積
出
し
を
完
了
さ
せ
る

べ
き
通
達
が
出
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
従
っ
た
も
の
と

思
う
。 

 

出
品
し
た
生
姜
、
糸
瓜
、
蕃
椒
、
落
花
生
の
陳
列
台

は
、
浜
松
町
板
屋
町
の
日
本
楽
器
で
作
ら
れ
た
。
会
場

に
据
え
ら
れ
た
大
き
さ
は
、
径
十
二
尺
、
高
さ
二
十
八

尺
、
中
央
五
段
の
八
角
形
で
、
糸
瓜
で
菊
の
花
の
模
様

に
飾
ら
れ
た
立
派
な
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

会
期
中
、
出
品
物
の
審
査
が
万
国
審
査
委
員
会
に
よ

っ
て
行
わ
れ
、
最
高
賞
、
金
賞
、
銀
賞
、
銅
賞
の
等
級

が
つ
け
ら
れ
た
。
こ
の
褒
章
の
詳
細
は
明
治
三
十
七
年

十
一
月
二
十
五
日
の
官
報
に
発
表
さ
れ
た
。
最
高
賞
の

植
物
的
食
料
品
の
項
に
遠
江
蕃
椒
落
花
生
出
品
組
合

と
小
笠
郡
農
会
、
中
野
町
村
農
会
、
篠
原
村
農
会
、
中

瀬
村
農
会
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

と
こ
ろ
で
落
花
生
は
日
本
内
地
か
ら
十

三
の
個
人
団
体
が
出
品
し
て
お
り
、
す
で

に
名
の
通
っ
て
い
た
千
葉
県
の
ほ
か
、
茨

城
県
、
神
奈
川
県
、
兵
庫
県
、
鹿
児
島
県

か
ら
も
出
品
さ
れ
た
。
最
高
賞
は
遠
江
蕃

椒
落
花
生
出
品
組
合
が
、
金
賞
は
千
葉
県

農
会
が
受
賞
し
た
。 

 

織
田
は
自
著
の
中
で
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス

万
国
博
覧
会
で
は
世
界
一
流
の
地
位
を
占

む
る
に
至
れ
り
、
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の

後
の
輸
出
の
拡
大
を
狙
う
な
か
で
、
大
き

く
展
望
が
開
け
た
と
感
じ
た
に
違
い
な
い
。 

 

篠
原
村
の
作
付
面
積
を
追
っ
て
み
る
と
、
明
治
三
十

四
年
約
五
〇
町
、
明
治
末
頃
と
大
正
末
頃
約
一
〇
〇
町
、

昭
和
二
十
五
年
頃
約
五
〇
町
と
な
り
、
そ
の
後
更
に
減

少
し
商
業
的
生
産
は
な
く
な
っ
た
。 

  

以
上
資
料
か
ら
当
時
の
状
況
が
若
干
見
え
て
き
た

が
、
出
品
の
た
め
の
村
内
の
集
荷
の
状
況
や
、
褒
章
の

そ
の
後
を
語
る
も
の
に
触
れ
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ

た
。
今
回
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
更
に
詳
細
な
情
報
を

期
待
し
た
い
。 

 
 

 
 

 
 

（
鈴
木 

忠
） 

 

糸瓜で飾られた陳列台と 

織田利三郎 （自著 国の花より） 
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現
在
、

裏
の
元
田
ん
ぼ
や
、
養
鰻
池
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
、
一

部
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
に
変
わ
っ
て
い
く
様
子
が
見
え
る
。

そ
こ
で
元
の
田
ん
ぼ
が
ど
の
よ
う
に
し
て
開
発
さ
れ

た
か
を
、
ひ
も
と
い
て
み
る
の
も
意
義
あ
る
こ
と
と
考

え
、
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。 

 

新
田
開
発
は
食
料
確
保
の
た
め 

明
治
二
十
三
年
の
地
図
に
は
、
国
鉄
東
海
道
線
の
裏

に
既
に
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
た
田
ん
ぼ
が
み
え
る
。 

『
舞
阪
町
史
』
に
、
湖
水
裏
通
り
の
新
田
開
発
を
願

い
出
た
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
の
古
文
書
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
要
約
す
る
と
、 

 

「
村
高
に
対
し
て
人
間
が
多
く
、
凶
年
の
年
等
は
穀

物
が
不
足
し
、
住
民
は
困
っ
て
し
ま
う
の
で
、
自
分
達

で
開
発
の
費
用
を
用
意
す
る
の
で
、
開
発
許
可
を
得
た

い
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
篠
原
地
区
も
同
様
だ
ろ
う
。 

 

北
浦
の
開
発
（
同
じ
く
『
舞
阪
町
史
』
よ
り
） 

 

安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
の
地
震
以
後
の
北
浦
の
開

発
状
況
を
示
し
た
の
が
左
図
で
あ
る
。 

①
②
③
は
舞
阪
の
新
田
、
塩
浜
で
あ
る
。 

④
は
舞
阪
・
馬
郡
・
坪
井
三
ケ
村
が
共
同
開
発
し
た

新
田
分
で
面
積
は
四
七
町
四
反
四
畝
六
歩
で
あ
る
。 

そ
の
内
訳
は 

 

舞
阪 

十
七
町
五
反
三
畝
一
二
歩 

 

馬
郡 

十
六
町
三
反
五
畝
一
八
歩 

 

坪
井 

十
一
町
五
反
五
畝
六
歩 

⑤
篠
原
村
の
新
開
反
別
之
内
五
一
町
歩
で
あ
る
。 

 

そ
の
後
の
変
遷 

 

又
戦
争
中
等
食
糧
不
足
の
苦
し
い
時
代
に
あ
っ
て

も
住
民
が
協
力
し
合
っ
て
取
組
ん
だ
こ
と
が
想
像
で

き
る
。
し
か
し
整
備
さ
れ
て
い
た
田
ん
ぼ
は
昭
和
五
十

年
代
に
入
り
減
反
政
策
か
ら
休
耕
田
に
変
わ
っ
た
。 

一
方
こ
の
地
に
あ
っ
て
、
養
鰻
が
明
治
三
十
八
年
か

ら
開
始
さ
れ
た
。
戦
争
中
は
一
時
中
断
し
た
が
、
昭
和

四
十
年
か
ら
五
十
年
代
が
最
盛
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
後

荒
地
に
な
っ
た
休
耕
田
が
一
部
養
鰻
池
に
変
わ
っ
て

い
っ
た
。
し
か
し
そ
の
養
鰻
も
他
県
産
地
の
台
頭
等
に

よ
る
過
当
競
争
、
安
価
な
輸
入
品
の
増
大
、
稚
魚
不
足

等
厳
し
い
条
件
に
さ
ら
さ
れ
、
荒
地
に
逆
戻
り
し
た
。 

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
に
よ
る
土
地
利
用 

そ
ん
な
荒
地
を
有
効

利
用
し
よ
う
と
、
メ
ガ
ソ

ー
ラ
ー
事
業
者
に
賃
貸

し
、
平
成
二
十
五
年
、
売

電
が
開
始
さ
れ
た
。
今
後

そ
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
は

増
加
し
て
い
く
だ
ろ
う
。 

（
山
下
勝
彦
） 

篠原のメガソーラー 
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浜ちぎの話 

 「杉のしらただもんで、飯がねがらんだ。う

ちじゃあ麦飯食ってても、浜にゃあ米の飯を入

れてった。梅干し、金山寺、らっきょう、煮物。

うんまかったなあ。浜じゃあすぐ腹んへるもん

で、時間は決まってんかったが、何度にも分け

て食った。こりゃあ、オレが若い時（昭和２６

年）作ったもんだ。中あ錆びんよう竹釘ん打っ

てある。くろにゃあ、あかあ張って腐らんよう、

ぶっつけてもいいよう丈夫にしといた。これだ

と雨ん降っても、塩水かぶっても中にゃあ通ら

んて」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明治生まれの古老から聞いた話でした。チギ

はチゲとも言う。チは釣針、ケは容器の意。す

なわち釣箱をいう古語ではないか。神奈川県か

ら三重県にかけての漁村漁民の間では、漁の道

具を入れて船中に携帯する木箱をいう。静岡県

中部から西部の海辺では、漁師が船中に携える

飯鉢の名ともなっている。（鈴木幹久） 

 

私
は
平
成
二
十
二
年
度
に
自
治
会
長
を
や
っ
て
い

た
関
係
で
、
静
岡
県
か
ら
委
託
を
受
け
、
県
有
防
災
林

巡
視
指
導
員
を
し
て
い
ま
す
。 

月
一
回
前
浜
の
峠
（
堤
防
）
の
防
災
林
の
巡
視
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
松
く
い
虫
被
害
は
年
々
拡
大
・
進
行

し
て
い
る
様
子
を
巡
視
し
報
告
し
て
い
ま
す
。 

昨
年
松
く
い
虫
被
害
に
よ
る
枯
木
を
全
て
伐
採
し

た
結
果
、
馬
郡
町
地
区
の
前
浜
の
峠
は
ほ
と
ん
ど
丸
坊

主
に
な
り
ま
し
た
。
中
田
島
西
側
地
区
と
同
様
で
す
。

そ
し
て
今
年
の
九
月
に
巡
視
す
れ
ば
、
生
き
残
っ
て
い

た
と
思
わ
れ
た
松
の
木
が
今
ど
ん
ど
ん
赤
く
な
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
範
囲
は
隣
の
坪
井
町
、
篠
原
町
、
舞

阪
町
へ
と
拡
大
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
本
当
に
目
を
覆
い

た
く
な
る
現
状
で
す
。 

台
風
が
来
る
た
び
潮
害
・
飛
砂
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る

の
も
、
ク
ロ
マ
ツ
の
減
少
の
影
響
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

ク
ロ
マ
ツ
林
は
潮
害
を
防
ぐ 

 

海
岸
の
ク
ロ
マ
ツ
林
は
空
中
の
塩
分
を
そ
の
枝
や

葉
で
と
ら
え
、
潮
風
の
害
を
防
ぎ
ま
す
。
２００
ｍ
の
林

が
と
ら
え
る
塩
分
は
97
％
に
達
し
、
特
に
ク
ロ
マ
ツ

が
と
ら
え
る
塩
分
は
、
広
葉
樹
の
約
十
倍
に
及
ぶ
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
（
資
料
：
飯
塚
肇
他
「
難
形
防
風

林
試
験
研
究
報
告
」（
１
）
） 

遠
州
灘
海
岸
の
防
災
林
造
成
の
歴
史 

む
か
し
の
遠
州
灘
海
岸
は
、
広
漠
た
る
不
毛
の
砂
地

が
広
が
っ
て
お
り
、
常
に
強
風
と
戦
い
な
が
ら
防
災
林

を
育
て
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。 

各
地
区
の
郷
土
史
等
に
よ
れ
ば
、
馬
郡
町
の
南
側
の

長
十
新
田
の
開
墾
が
、
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
に
始

ま
り
、
そ
の
南
側
に
「
長
十
新
田
波
除
土
堤
」
が
設
け

ら
れ
、
そ
し
て
そ
こ
に
松
の
植
栽
が
行
な
わ
れ
る
等
し

て
、
耕
作
地
を
確
保
し
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。 

明
治
三
十
四
年
に
遠
州
浜
に
お
い
て
ク
ロ
マ
ツ
の

植
栽
が
始
ま
り
、
篠
原
地
区
で
は
明
治
四
十
三
年
に
村

長
の
考
案
に
よ
り
三
年
か
け
て
青
年
会
員
が
堤
防
に

松
を
植
栽
し
た
記
述
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
先
人

た
ち
は
、
潮
害
・
飛
砂
な
ど
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
植
林

を
続
け
て
き
ま
し
た
。
前
浜
の
峠
に
県
営
事
業
と
し
て

松
の
植
林
が
始
ま
っ
た
の
は
昭
和
七
年
か
ら
で
、
終
戦

後
本
格
的
に
植
林
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

松
く
い
虫
対
策
と
津
波
防
潮
堤
整
備
に
つ
い
て 

松
く
い
虫
対
策
と
し
て
薬
剤
散
布
（
空
中
散
布
・
地

上
散
布
）、
被
害
木
駆
除
、
抵
抗
性
ク
ロ
マ
ツ
の
植
栽
、

樹
種
転
換
等
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
被
害
の

拡
大
ペ
ー
ス
に
追
い
つ
か
な
い
現
状
で
す
。 

津
波
防
潮
堤
整
備
は
、
現
状
の
7
ｍ
を
13
ｍ
に
か

さ
上
げ
（
馬
郡
町
、
舞
阪
町
は
バ
イ
パ
ス
の
南
側
に
新

設
予
定
）
し
、
堤
防
上
に
植
栽
を
予
定
し
て
い
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。
こ
の
植
栽
に
使
用
す
る
木
種
を
検
討
す

る
こ
と
と
、
植
栽
後
の
維
持
管
理
を
地
域
と
一
体
と
な

っ
た
体
制
を
い
か
に
確
立
し
て
い
く
か
が
重
要
と
思

わ
れ
ま
す
。
松
く
い
虫
対
策
と
防
潮
堤
整
備
は
同
時
進

行
と
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
事
業

が
潮
害
・
津
波
か
ら
地
域
を

守
る
こ
と
だ
と
信
じ
ま
す
。 

（
藤
田
博
辞
） 
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